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(百万円未満切捨て)
１．2025年４月期の連結業績（2024年５月１日～2025年４月30日）
（１）連結経営成績 (％表示は、対前期増減率)

プロジェクト

収益
売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益

親会社の所有者に

帰属する当期利益
当期包括利益

合計額
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年４月期 6,088 30.5 2,456 △13.9 △18,755 － △21,550 － △21,551 － △21,551 － △19,741 －

2024年４月期 4,667 160.3 2,852 59.1 △11,555 － △9,219 － △9,181 － △9,181 － △10,587 －

基本的１株当たり

当期利益

希薄化後

１株当たり当期利益

親会社所有者帰属持分

当期利益率

資産合計

税引前利益率

売上収益

営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2025年４月期 △188.91 △188.91 △373.9 △73.5 △763.3

2024年４月期 △101.45 △101.45 △90.5 △33.3 △405.1

（注）プロジェクト収益は、当社グループが提供するサービスの対価として取得する政府補助金収入を売上収益に加算して算出しております。

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に

帰属する持分

親会社所有者

帰属持分比率

１株当たり親会社

所有者帰属持分

百万円 百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年４月期 33,625 6,126 6,126 18.2 52.13

2024年４月期 24,990 5,401 5,401 21.6 59.45

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー

投資活動による

キャッシュ・フロー

財務活動による

キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物

期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2025年４月期 △12,250 △1,043 20,818 21,300

2024年４月期 △12,822 △1,182 4,145 14,196

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額

(合計)

配当性向

(連結)

親会社所有者

帰属持分配当率

(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2024年４月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2025年４月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2026年４月期(予想) － 0.00 － 0.00 0.00 －

３．2026年４月期の連結業績予想（2025年５月１日～2026年４月30日）

(％表示は、対前期増減率)

プロジェクト

収益
売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益

親会社の所有者に

帰属する当期利益

基本的

１株当たり

当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期
11,000

～13,000

80.7

～113.5

5,000

～6,000

103.5

～144.2

△10,300

～△9,300
－

△10,700

～△9,700
－

△10,700

～△9,700
－

△10,700

～△9,700
－

△79.59

～△72.15

（注）当社は年次での業績管理を行っておりますので、第２四半期（累計）の連結業績予想の記載を省略しております。詳細につきまして

は、添付資料Ｐ．５「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。なお、2026年４月期（予想）の基本的１株当たり

当期利益は、2025年５月23日を払込期日とする海外募集による新株式発行18,000,000株及び2025年５月31日までの新株予約権の行使に

よる新株式発行を含めた予定期中平均株式数より算出しております。



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年４月期 117,517,800株 2024年４月期 90,859,200株

② 期末自己株式数 2025年４月期 －株 2024年４月期 －株

③ 期中平均株式数 2025年４月期 114,086,448株 2024年４月期 90,504,768株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実

際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（決算補足説明資料及び決算説明会内容の入手方法）

当社は、2025年６月13日（金）に機関投資家及びアナリスト向けに決算説明会の開催を予定しており、当日使用

する決算説明資料は、TDnetで同日開示するとともに、当社ウェブサイトに掲載しております。

この説明会の模様及び説明内容については、個人投資家の皆様にもご覧いただけるよう、説明会終了後、当社ウ

ェブサイトに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

2025年１月のNovaspaceの発表によると、全世界政府の宇宙関連支出は2024年に前年対比10%成長して1,350億米ドル

に達し、そのうち防衛関連は前年比約24%増の720億米ドルと顕著に増加しました。日本では、総額１兆円規模とされ

ている宇宙戦略基金について、2024年７月より複数のテーマについて公募が開始されております。2025年３月には、

内閣府より宇宙戦略基金第二期として各技術開発テーマの目標及び内容に関する実施方針が新たに公表されました。

総予算3,000億円のうち、新たなサービスの創出として軌道上サービスに465億円程度の予算が割り当てられる予定で

あり、宇宙技術戦略にも位置付けられているキー技術のうち軌道上サービス分野等での投資を加速することも明記さ

れています。また、2025年４月に発表された米国宇宙軍のSpace Force Doctrine Document 1（宇宙軍の基本方針文

書）では、宇宙領域を再定義し、優れた国家宇宙能力の重要性、民間企業との強力なパートナーシップと商業宇宙ソ

リューションの統合に注力、などが明示され、今後の軌道上サービスの活用の可能性が示されております。上記のよ

うな取り組みを受けて、当社ビジネスの更なる拡大が期待されます。

軌道上サービスに必要不可欠なRPO（ランデブ・近傍運用）技術に関しまして、当社グループは、商業デブリ除去実

証衛星「ADRAS-J」のミッションにおいて、観測対象のデブリから約15mの距離までの近接に民間企業として世界で初

めて成功し、2025年２月に宇宙航空研究開発機構（JAXA）との契約を成功裏に完了いたしました。この成功は、RPO技

術の実証という点において、当社グループにとって、大きな進展となりました。この重要な進展以外にも英国宇宙庁

（UKSA）が主導する英国デブリ除去ミッションのソリューションであるCOSMIC（Cleaning Outer Space Mission

through Innovative Capture）の開発において、2025年２月に現在の契約フェーズ（フェーズ２）の中間レビューを、

2025年５月に最終レビューを達成するなど、着実に進展しております。

これらの取り組みの成果として、当社グループは軌道上サービス市場を創出し、着実にその高まる需要を取り込ん

でおります。2025年４月期における本書提出日現在までの受注又は採択の実績は、19件30,704百万円となりましたが、

主要な案件は以下の通りです。

（政府機関案件・民間案件）

・2024年７月、ELSA-M最終フェーズ（フェーズ４）の契約を締結。

・2024年８月、商業デブリ除去実証（CRD2）フェーズⅡの大型契約をJAXAと締結。

・2024年９月、COSMICフェーズ２の契約をUKSAと締結。

・2025年１月、CAT-IODフェーズAの契約を欧州宇宙機関（ESA）と締結。

・2025年１月、経済安全保障重要技術育成プログラム（K Program）における「衛星の寿命延長に資する燃料補給技

術」に関する研究開発構想の委託先として採択。

・2025年１月、ISSA-J1に係るフェーズ２の交付決定通知書を受領。

・2025年３月、Airbus Constellations Satellites SASより、100個以上の第２世代ドッキングプレートの大規模契

約を初めて受注。

（防衛関連案件）

・2025年１月、BAE Systems plcと契約を締結。

・2025年２月、日本の防衛省と大型契約を締結。

・2025年４月、契約済のAPS-Rについて、打上げ及び軌道上実証も新たに含める延長契約を米国宇宙軍と締結。

当社グループでは、これらの契約を今後軌道上サービスの開発及び商業化に貢献する重要なミッションと位置付け

ております。このように、当社グループは各国で複数の案件の契約を締結し、受注実績において世界でリードしてお

ります。コアRPO技術の実証を２度成功させている当社グループが、軌道上サービスの担い手としての先駆的なポジシ

ョンを引き続き堅持しております。

このように、世界的に宇宙関連支出や軌道上サービスに関する政府需要及び民間需要に繋がる政策推進等の機運が

高まる中、当社グループは軌道上サービスの事業機会の拡大に向けて、積極的に事業提携や技術開発の強化に取り組

んでおります。2024年８月には当社の英国連結子会社であるAstroscale Ltdが、Airbus Defence and Space社と軌道

上サービスとデブリ除去における協業の可能性に関する覚書を締結し、2025年３月には当社の日本連結子会社である

株式会社アストロスケールが、宇宙状況把握（SSA）や軌道上サービス分野において、インド市場及び第三国市場に向
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けた協業関係を構築すべく、インド現地企業３社（Digantara社、Bellatrix Aerospace社、MEMCO Associates

(India) Private Limited社）それぞれとの間で、将来的な提携に向けて覚書を締結しました。

以上の結果、当連結会計年度における当社グループの経営成績については、売上収益2,456,956千円（前年同期比

13.9%減）、営業損失18,755,004千円（前年同期は11,555,724千円の営業損失）、主に為替差損（金融費用）

2,180,684千円、支払利息（金融費用）663,964千円の計上により税引前当期損失21,550,288千円（前年同期は

9,219,842千円の税引前当期損失）、当期損失21,551,603千円（前年同期は9,181,329千円の当期損失）、親会社の所

有者に帰属する当期損失21,551,603千円（前年同期は9,181,329千円の親会社の所有者に帰属する当期損失）となりま

した。

ご参考までに、当連結会計年度における当社グループのプロジェクト収益（注）は6,088,555千円（前年同期比

30.5%増）となりました（うち、政府補助金収入は3,631,599千円）。なお、セグメントごとの経営成績については、

当社グループは、「軌道上サービス事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（注）プロジェクト収益は、国際財務報告基準（IFRS）により規定された指標ではなく、投資家が当社グループの業

績を評価する上で、当社が有用と考える財務指標です。プロジェクト収益は以下により算出しております。

「プロジェクト収益＝売上収益＋政府補助金収入」

なお、この数値は、当社グループが提供するサービスの対価として取得する政府補助金収入を売上収益に加算

して算出しており、分析手段として重要な制限があることから、IFRSに準拠して表示された他の指標の代替的

指標として考慮されるべきではありません。当社グループにおけるこの数値は、同業他社の同指標あるいは類

似の指標とは算定方法が異なるために、他社における指標とは比較可能でない場合があり、その結果、有用性

が減少する可能性があります。
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（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度における流動資産は26,224,713千円となり、前連結会計年度末に比べ8,478,596千円増加しまし

た。これは主に、現金及び現金同等物が7,104,637千円増加したことによるものです。非流動資産は7,400,577千円

となり、前連結会計年度末に比べ155,884千円増加しました。これは主に、その他の金融資産が308,790千円増加し

たことによるものです。

この結果、資産合計は33,625,291千円となり、前連結会計年度末に比べ8,634,481千円増加しました。

（負債）

当連結会計年度における流動負債は20,507,468千円となり、前連結会計年度末に比べ11,643,042千円増加しまし

た。これは主に、引当金が727,430千円減少し、営業債務及びその他の債務が455,497千円減少した一方で、借入金

が6,038,000千円増加（うち、5,000,000千円は非流動負債からの振替による増加）し、顧客との契約に基づく前受

金の受領により契約負債が5,379,596千円増加し、また、繰延収益が1,320,819千円増加したことによるものです。

非流動負債は6,991,467千円となり、前連結会計年度末に比べ3,733,559千円減少しました。これは主に、引当金が

1,595,355千円増加した一方で、借入金が5,099,960千円減少（うち、5,000,000千円は非流動負債への振替による減

少）したことによるものです。

この結果、負債合計は27,498,936千円となり、前連結会計年度末に比べ7,909,483千円増加しました。

（資本）

当連結会計年度における資本合計は6,126,355千円となり、前連結会計年度末に比べ724,997千円増加しました。

これは主に、東京証券取引所グロース市場に上場した際の新株の発行によって資本金及び資本剰余金がそれぞれ

10,035,054千円増加したこと、当期損失の計上によって利益剰余金が21,551,603千円減少したこと、また、その他

の包括利益の計上によってその他の資本の構成要素が1,810,402千円増加したことによるものです。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ7,104,637千円増加し、21,300,864千円

となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、12,250,750千円の支出となりました。これは主に、税引前当期損失

21,550,288千円の計上に対して、営業債務及びその他の債務の増加額や補助金収入、為替差損益等の調整項目があっ

たことに加え、補助金の受取額5,566,176千円があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、1,043,993千円の支出となりました。これは主に、有形固定資産の取得によ

る支出582,015千円や定期預金の預入による支出320,000千円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、20,818,761千円の収入となりました。これは主に、短期借入金の純増加額

に係る収入4,038,000千円や東京証券取引所グロース市場に上場した際の株式の発行による収入19,854,446千円、長期

借入金の返済による支出3,099,960千円によるものです。
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（４）今後の見通し

当社グループは引き続き、圧倒的な競争優位性であるRPO技術を保持する世界の市場リーダーとして、軌道上サービ

ス市場の創出及び拡大に注力し、当社グループがビジョンとして掲げる「将来の世代の利益のための安全で持続可能

な宇宙開発」の実現を目指してまいります。

上記のビジョンの実現に向けた長期の経営方針は下記のとおりです。

既に顕在化している政府需要に加え、2025年４月期に当社想定よりも早期に顕在化した防衛関連需要を確実に取り

込むことで、新たな短中期の成長ドライバーとすることを目指します。さらに、より長期的には、民間企業向けの衛

星寿命延長サービスの立ち上げを推進してまいります。このように、宇宙経済の拡大を背景に増大が見込まれる政

府・防衛機関及び民間からの軌道上サービス分野の需要に対し、幅広いサービス領域で応えていく方針です。

また、可能な限り早期の売上総利益・営業利益及びフリー・キャッシュ・フローの黒字化を目指してまいります。

この目標達成に向け、①受注残高の積み上げ及び平均案件期間の短縮による期間プロジェクト収益の増加、②全額拠

出案件比率の増加による売上総利益率の改善、③徹底したコスト管理による販売費及び一般管理費（販管費）増加率

の抑制を図ることで、収益性の確保を図ってまいります。

なお、長期的な財務目標としては、売上総利益率30%台半ば、営業利益率20%台半ばを掲げております。

上記を踏まえた2026年４月期の連結業績予想は下記の通りです。期初時点においては、契約済み及び選定済みのプ

ロジェクトの進捗状況等の不確実性が高いため、投資家の皆様に対してより有用かつ合理的な情報提供を行う観点か

ら、レンジ方式での開示といたします。なお、予想値は受注済みの案件のみで構成されているため、新規受注があっ

た場合は適宜上方修正を行う予定です。

受注済残高と受注内定済み案件総額の合算値である受注残高は、2025年４月末時点において44,413百万円（前年比

+55.6%）となりました。全額拠出案件比率の向上及び平均案件期間の短縮により、売上収益及び政府補助金収入の合

算値であるプロジェクト収益は、11,000百万円～13,000百万円（同+80.7%～+113.5%）を目指します。上限値は契約済

み及び選定済み案件が遅延なく進展した場合の数値に相当し、下限値は前年度実績を踏まえたプロジェクトスケジュ

ールの遅延やその他外部要因による潜在的影響を踏まえた数値です。現時点で未受注及び未選定の新規案件は、上限

値にも含まれておりません。なお、プロジェクト収益の内訳である売上収益は、5,000百万円～6,000百万円（同

+103.5%～+144.2%）、政府補助金収入は、6,000百万円～7,000百万円（同+65.2%～+92.8%）の見込みであり、売上総

利益は、売上収益の増加及び全額拠出案件比率の改善により通期黒字化を目指します。

研究開発費には、主に未受注案件の先行開発費用と補助金案件の開発費用が含まれます。そのうち、未受注案件の

先行開発費用は前年比で大幅減となる見込みです。また、補助金案件の開発費用はプロジェクト進捗に開発費用は増

加するものの、その大部分は政府補助金収入で賄われ、営業損益への影響は前年比で横ばいとなる見込みです。

研究開発費以外の販管費は、厳格なコスト管理により前年比横ばいもしくは微減となる見込みです。

以上の結果、営業損失は10,300百万円～9,300百万円（同+8,455百万円～+9,455百万円）、当期損失は10,700百万円

～9,700百万円（同+10,851百万円～+11,851百万円）の見込みです。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、資本市場における財務情報の国際的な比較可能性及び利便性の向上を図り、グループ経営の品質向

上、ガバナンス強化やグローバルでの成長戦略の推進を目的とし、IFRS（国際財務報告基準）を適用しております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結財政状態計算書
(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年４月30日)

当連結会計年度
(2025年４月30日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 14,196,227 21,300,864

営業債権及びその他の債権 1,044,611 1,242,053

契約資産 794,778 853,007

未収還付法人税等 927,960 619,590

その他の資産 782,538 2,209,195

流動資産合計 17,746,116 26,224,713

非流動資産

有形固定資産 6,214,870 6,025,312

無形資産 220,550 273,879

のれん 487,146 442,432

その他の金融資産 321,980 630,770

その他の資産 145 28,182

非流動資産合計 7,244,692 7,400,577

資産合計 24,990,809 33,625,291
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年４月30日)

当連結会計年度
(2025年４月30日)

負債及び資本

負債

流動負債

営業債務及びその他の債務 2,945,913 2,490,416

契約負債 － 5,379,596

繰延収益 923,561 2,244,380

借入金 2,487,960 8,525,960

未払法人所得税 3,530 2,945

引当金 2,071,666 1,344,236

リース負債 239,442 279,569

その他の負債 192,352 240,363

流動負債合計 8,864,425 20,507,468

非流動負債

借入金 7,375,050 2,275,090

引当金 271,635 1,866,991

リース負債 3,078,341 2,849,386

非流動負債合計 10,725,026 6,991,467

負債合計 19,589,452 27,498,936

資本

資本金 100,000 10,297,486

資本剰余金 7,858,848 9,836,585

利益剰余金 △679,294 △14,219,530

その他の資本の構成要素 △1,878,196 211,813

親会社の所有者に帰属する持分合計 5,401,357 6,126,355

非支配持分 － －

資本合計 5,401,357 6,126,355

負債及び資本合計 24,990,809 33,625,291



株式会社アストロスケールホールディングス(186A)
2025年４月期 決算短信

― 8 ―

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 2023年５月１日
至 2024年４月30日)

当連結会計年度
(自 2024年５月１日
至 2025年４月30日)

売上収益 2,852,561 2,456,956

売上原価 △5,097,855 △6,337,551

売上総損失（△） △2,245,294 △3,880,594

販売費及び一般管理費 △11,696,433 △19,104,897

その他の収益 2,386,002 4,230,488

営業損失（△） △11,555,724 △18,755,004

金融収益 2,824,117 49,365

金融費用 △488,235 △2,844,649

税引前当期損失（△） △9,219,842 △21,550,288

法人所得税費用 38,513 △1,315

当期損失（△） △9,181,329 △21,551,603

当期利益の帰属：

親会社の所有者 △9,181,329 △21,551,603

非支配持分 － －

当期損失（△） △9,181,329 △21,551,603

(単位：円)

親会社の１株当たり当期利益

基本的１株当たり当期損失（△） △101.45 △188.91

希薄化後１株当たり当期損失（△） △101.45 △188.91
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連結包括利益計算書

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 2023年５月１日
至 2024年４月30日)

当連結会計年度
(自 2024年５月１日
至 2025年４月30日)

当期損失（△） △9,181,329 △21,551,603

その他の包括利益

純損益に振り替えられる可能性のある項目

在外営業活動体の換算差額 △1,406,648 1,810,402

項目合計 △1,406,648 1,810,402

その他の包括利益合計 △1,406,648 1,810,402

当期包括利益 △10,587,977 △19,741,201

当期包括利益の帰属

親会社の所有者 △10,587,977 △19,741,201

非支配持分 － －

当期包括利益 △10,587,977 △19,741,201
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（３）連結持分変動計算書

前連結会計年度(自 2023年５月１日 至 2024年４月30日)

(単位：千円)

親会社の所有者に帰属する持分

その他の資本の構成要素

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

新株
予約権

その他の
包括利益
を通じて
公正価値
で測定す
る金融資

産

在外営業
活動体の
換算差額

合計 合計
非支配
持分

資本合計

2023年５月１日残高 100,000 19,643,073 △4,287,627 108,385 △14,999 △658,236 △564,850 14,890,596 － 14,890,596

当期損失（△） △9,181,329 △9,181,329 △9,181,329

その他の包括利益 △1,406,648 △1,406,648 △1,406,648 △1,406,648

当期包括利益合計 － － △9,181,329 － － △1,406,648 △1,406,648 △10,587,977 － △10,587,977

新株の発行 500,000 500,000 1,000,000 1,000,000

減資 △501,719 501,719 － －

欠損填補 △12,784,164 12,784,164 － －

株式報酬取引 99,037 99,037 99,037 99,037

新株予約権の行使 1,719 1,719 △238 △238 3,201 3,201

新株予約権の失効 5,496 △5,496 △5,496 － －

株式発行費用 △3,500 △3,500 △3,500

所有者との

取引額等合計
－ △11,784,224 12,789,661 93,302 － － 93,302 1,098,738 － 1,098,738

2024年４月30日残高 100,000 7,858,848 △679,294 201,687 △14,999 △2,064,884 △1,878,196 5,401,357 － 5,401,357

当連結会計年度(自 2024年５月１日 至 2025年４月30日)

(単位：千円)

親会社の所有者に帰属する持分

その他の資本の構成要素

資本金
資本
剰余金

利益
剰余金

新株
予約権

その他の
包括利益
を通じて
公正価値
で測定す
る金融資

産

在外営業
活動体の
換算差額

合計 合計
非支配
持分

資本合計

2024年５月１日残高 100,000 7,858,848 △679,294 201,687 △14,999 △2,064,884 △1,878,196 5,401,357 － 5,401,357

当期損失（△） △21,551,603 △21,551,603 △21,551,603

その他の包括利益 1,810,402 1,810,402 1,810,402 1,810,402

当期包括利益合計 － － △21,551,603 － － 1,810,402 1,810,402 △19,741,201 － △19,741,201

新株の発行 10,035,054 10,035,054 20,070,109 20,070,109

欠損填補 △8,004,085 8,004,085 － －

株式報酬取引 309,024 309,024 309,024 309,024

新株予約権の行使 162,431 162,431 △22,134 △22,134 302,728 302,728

新株予約権の失効 7,281 △7,281 △7,281 － －

株式発行費用 △215,663 △215,663 △215,663

所有者との

取引額等合計
10,197,486 1,977,736 8,011,367 279,608 － － 279,608 20,466,199 － 20,466,199

2025年４月30日残高 10,297,486 9,836,585 △14,219,530 481,296 △14,999 △254,482 211,813 6,126,355 － 6,126,355
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：千円)

前連結会計年度
(自 2023年５月１日
至 2024年４月30日)

当連結会計年度
(自 2024年５月１日
至 2025年４月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期損失（△） △9,219,842 △21,550,288

減価償却費及び無形資産償却費 739,719 940,874

営業債権及びその他の債権の増減額（△は増加） △1,738,356 △1,695,864

営業債務及びその他の債務の増減額（△は減少） 881,868 5,312,963

引当金の増減額（△は減少） △1,952,634 832,167

株式報酬費用 99,037 309,024

受取利息 △67,934 △49,365

支払利息 488,235 663,964

補助金収入 △1,814,524 △4,215,282

為替差損益 △2,696,042 2,215,300

その他 2,500 △10,391

小計 △15,277,973 △17,246,897

利息の受取額 67,934 47,778

利息の支払額 △493,238 △616,557

補助金の受取額 2,881,702 5,566,176

法人所得税の支払額又は還付額（△は支払） △1,302 △1,249

営業活動によるキャッシュ・フロー △12,822,877 △12,250,750

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,082,355 △582,015

無形資産の取得による支出 △87,510 △114,751

定期預金の預入による支出 － △320,000

敷金の差入による支出 △12,954 △27,227

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,182,820 △1,043,993

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 996,500 19,854,446

新株予約権の行使による収入 3,201 302,728

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,424,000 4,038,000

長期借入れによる収入 2,000,000 －

長期借入金の返済による支出 △24,990 △3,099,960

リース負債の返済による支出 △252,786 △276,453

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,145,924 20,818,761

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,377,010 △419,379

現金及び現金同等物の増減額 △8,482,763 7,104,637

現金及び現金同等物の期首残高 22,678,990 14,196,227

現金及び現金同等物の期末残高 14,196,227 21,300,864
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

当社グループは、当連結会計年度より、以下の基準を適用しております。

基準書 基準名 新設・改訂の概要

IAS第１号 財務諸表の表示 特約条項付の長期債務に関して企業が提供する情報を改善するためのもの

上記基準書の適用による連結財務諸表への重要な影響はありません。

(セグメント情報)

① 報告セグメントの概要

当社グループは、デブリ除去等の軌道上サービスに関する技術の研究開発及び宇宙空間における実証を行ってお

ります。当社グループが開発する軌道上サービスには、対象とするデブリ・衛星の存在する軌道や、それらをター

ゲットとして開発されるサービスの内容により複数の種類がありますが、基盤となる技術は共通のものであるため、

当社グループの最高経営意思決定機関は、経営資源の配分の決定及び業績評価のための経営成績の検討を、軌道上

サービス事業の全体を対象として行っております。そのため、当社グループは、事業セグメントが軌道上サービス

事業の単一セグメントであると判断しており、報告セグメント別の記載を省略しております。

② 製品およびサービスに関する情報

製品及びサービスごとの外部顧客からの売上収益は、次の通りであります。

(単位：千円)

前連結会計年度
(自 2023年５月１日
至 2024年４月30日)

当連結会計年度
(自 2024年５月１日
至 2025年４月30日)

受託収益（注１） 2,771,567 2,437,639

その他の売上収益（注２） 80,993 19,317

合計 2,852,561 2,456,956

(注) １．受託収益には、当社グループが開発する軌道上サービスに関連する研究開発プロジェクト及び実証プ

ロジェクトにより獲得した収益が含まれております。

２．その他の売上収益には、ロゴマーク掲載等のスポンサーシップによる収益等が含まれております。
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(１株当たり情報)

基本的１株当たり当期損失及び希薄化後１株当たり当期損失は、次の通りであります。

前連結会計年度
(自 2023年５月１日
至 2024年４月30日)

当連結会計年度
(自 2024年５月１日
至 2025年４月30日)

基本的１株当たり当期利益の計算に使用する
親会社の普通株主に帰属する当期損失（△）(千円)

△9,181,329 △21,551,603

当期利益調整額 － －

希薄化後１株当たり当期利益の計算に使用する
親会社の普通株主に帰属する当期損失（△）(千円)

△9,181,329 △21,551,603

基本的期中平均普通株式数(株) 90,504,768 114,086,448

希薄化効果のある証券の影響 － －

希薄化後の期中平均普通株式数 90,504,768 114,086,448

１株当たり当期利益(円)

基本的１株当たり当期損失（△） △101.45 △188.91

希薄化後１株当たり当期損失（△） △101.45 △188.91

(注) １．前連結会計年度及び当連結会計年度において、当社が発行する新株予約権は逆希薄化効果を有しており、希

薄化効果を有する潜在株式が存在しないため、基本的１株当たり当期損失と希薄化後１株当たり当期損失は

同額であります。

２．前連結会計年度において当社が発行する種類株式は、当期利益の分配に関して普通株式と同じ権利を有する

ことから、１株当たり当期利益の計算上、普通株式数に含めております。
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(重要な後発事象)

（海外募集による新株式の発行）

当社は、2025年５月８日開催の取締役会において、下記の通り海外募集による新株式の発行を決議し、2025年

５月23日に払込が完了いたしました。

① 募集方法 欧州及び米国を中心とする海外市場における募集（ただし、米国においては1933

年米国証券法に基づくルール144Ａに従った適格機関投資家に対する販売のみ）

② 募集株式の種類及び数 普通株式 18,000,000株

③ 発行価格 １株につき650円

④ 発行価格の総額 11,700,000千円

⑤ 払込金額 １株につき610.29円

⑥ 払込金額の総額 10,985,220千円

⑦ 増加する資本金の額 5,492,610千円

⑧ 増加する資本準備金の額 5,492,610千円

⑨ 払込期日 2025年５月23日

⑩ 資金の使途 当社グループの軌道上サービスの更なる成長のための投資資金。なお、当社グル

ープの主たる事業運営は当社の連結子会社にて行われているものであるため、連

結子会社への投融資を通じて充てる予定であります。
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４．補足情報

（１）受注実績

当社グループで行う事業は、軌道上サービス事業の単一セグメントであり、当連結会計年度における受注実績（受

注総額及び受注残総額）（注１）は、次の通りです。

セグメントの名称

当連結会計年度
(自 2024年５月１日 至 2025年４月30日)

受注総額 受注残総額

金額(千円) 前年同期比(%) 金額(千円) 前年同期比(%)

軌道上サービス事業 30,704,117 452.0 29,695,461 545.6

合 計 30,704,117 452.0 29,695,461 545.6

(注) １．受注総額は、特定の期間において締結された契約に基づき、当社グループが支払いを受けた又は受けるこ

とができる金額の総額をいいます。受注残総額は、特定の期間までの全ての期間における受注総額の合計

額のうち、当該特定の期間の末日までに収益計上がなされていない金額をいいます。当社グループの技術

開発の進捗その他当該契約において定められた条件が実現に至らない場合、サービス提供に応じて支払わ

れるマイルストーン収入の一部が支払われない可能性があり、そのため、上記の受注残総額の全てにつ

き、収益認識に至らない可能性があります。

２．上記受注残総額のほか、当連結会計年度末において、契約の締結には至っていないものの、当社が現時点

で競合の存在を認識していないことから、当社グループによる受注が期待できると認識する既存ミッショ

ンの後続フェーズ（ISSA-J1フェーズ３）に係る想定受注残総額としては、3,808百万円（当連結会計年度

末時点）を見込んでおります。また、2025年１月22日付で、株式会社アストロスケールが経済安全保障重

要技術育成プログラム（K Program）における「衛星の寿命延長に資する燃料補給技術」に関する研究開

発構想の委託先として採択され、その想定契約金額は、総額最大12,000百万円（間接経費、消費税等を含

む）です。後続フェーズ及び採択済の案件については、契約の締結に至っていないため、当社グループが

受注できず、又は、最終合意に基づく実際の受注金額が当社の想定と異なる可能性があります。

３．参考までに、当連結会計年度末時点における受注残総額に、当連結会計年度末時点における（注）２．の

想定受注残総額及び想定契約金額を単純合算した金額は、44,413,300千円（前年同期比：155.6%）となり

ますが、（注）１．乃至２．記載の理由により、当該金額の全てにつき、収益認識に至らない可能性があ

ります。

４．当連結会計年度において、軌道上サービス事業セグメントの受注総額及び受注残総額に著しい変動があり

ました。これは主に、以下の受注による増加です。

・ELSA-Mフェーズ４をEutelsat OneWeb社より受注（契約金額：13.95百万ユーロ）

・CRD2フェーズⅡをJAXAより受注（契約金額：12,000百万円）

・ISSA-J1に係るフェーズ２の交付決定通知書を受領（補助金の最大額：6,313百万円）

・BAE Systems plcよりISSAミッションを受注（契約金額：5.15百万英ポンド）

・日本の防衛省と大型契約を締結（契約金額：6,609百万円）。

・契約済のAPS-Rについて、打上げ及び軌道上実証も新たに含める延長契約を米国宇宙軍と締結（増加契

約金額：11.73百万米ドル）。


